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納品書

見込み生産のフロー

製造指示書生産予定表

らくらく生産管理システム「生産プラス」 見込み生産の概要

●生産プラスの操作はとても簡単でらくらく処理できます。ここでは「見込み生産」を想定して受注・出荷
および製品在庫補充の流れをみてみましょう。

③ピッキングリスト
と納品書を印刷し
ます。

④出荷が終わったら
バーコードで入力します。
売上伝票が自動作成さ
れます。

受注

生産予定 完成

出荷予定 出荷

生産指示

①受注を入力します。

在庫・入庫・出庫の予定
が分かるので納期回答
ができます。

②受注から出荷予定を
作成します。在庫の
チェックができます。

①製品在庫の補充のため
に随時、受注残または発注
点から有効在庫をチェック
して生産指示を作成します。

②生産指示の登録と同時
に部品展開されて予定表
が作成されます。

③製品が完成したらバー
コードで入力して、製品倉
庫に入庫します。



●最初に受注を入力します。

●得意先テーブルから選択します。

●製品テーブルから入力します。
製品在庫照会もできます。
客先品番品名の使用もできます。

●納期を入力します。 【受注入力画面】

受注

●納入予定
□にレ点を付けると複数の納入予定が登
録できます。分割納入が可能です。



受注画面の情報照会

●受注一覧画面で受注の納入情報や製品の在庫予定が照会できます。

【受注一覧画面】

●受注を選択して右ボタンを押し、受注
状況の参照をします。

●選択した受注の納入
予定と納入実績が分か
ります。

●選択した品番の入庫・出
庫・在庫の予定が分かります。



出荷予定の作成

●出荷残数のある受注から出荷予定の一括作成をします。

【出荷予定一覧画面】

【一括作成画面】

①［残数一括］ボタンを押して一括作成
画面を開きます。

③納期がきた出荷予定行には作成印[×]が付
いています。（納期がきてないものは空欄）

④在庫を確認して、［ＯＫ］ボタンを押すと、出荷
予定データが登録されます。

②集計ボタンを押すと出荷残数>0の受注
が表示されます



出荷用の印刷帳票

●出荷予定画面で「納品書」と「届け先別ピッキングリスト」が印刷できます。

【出荷予定画面】 【納品書】 【届け先別ピッキングリスト】



出荷

●ピッキングリストのバーコードで出荷を入力します。
出荷を入力すると、売上伝票が自動的に作成されます。

【出荷入力画面】

●出荷数の訂正がなければ、そのまま［OK］ボタン
を押す。

●ピッキングリストのバーコードを読んで出荷入力
画面を表示する。



生産指示

●見込み生産では、製品在庫の補充のために随時に生産指示を作成します。
ここでは受注の出荷残合計で有効在庫をチェックして、生産指示を一括作成する機能を紹介しています。
※ほかに製品在庫の発注点をチェックした生産指示機能や、手動の生産指示もできます。

【生産指示画面】

①［出荷残］ボタンを押して
一括作成画面を開きます。

【生産指示一括作成画面】

この例では、受注２件の出荷残数が合計1300で在庫も
入庫予定（生産指示済分）もゼロなので1300が生産数と
してディフォルト表示されています。

②［集計］ボタンを押して

生産指示が必要な製品
をリストアップします。

③［OK］ボタンを押して

生産指示データを登録し
ます。



生産指示と部品展開

●生産指示を登録すると同時に部品展開が実行されます。

●一括生産指示のデータが登録されています。

●部品展開では、製品構成と稼働カレンダーで
生産予定が作成されます。

【参考】 次工程に歩留まりが登録されているの
で生産指示数が増えている。

【参考】 必要生産時間が１日の稼働時間を超
えたので２日にわたって日程が計算されている。

【生産指示画面】

【部品展開の結果】



生産予定表と予定の移動

●部品展開の結果を工程ごとにまとめて表示したのが生産予定表です。
●過負荷の日が赤で表示されます。ドラッグ&ドロップ操作などで予定の移動をして負荷調整が可能です。

●過負荷の日が赤く表示されます。

●予定をドラッグ&ドロップ操作で別の工程に移動します。

●予定が別の工程に移動しました。

【生産予定表画面】



生産の印刷帳票

●生産用の印刷帳票は製造指示書と予定表の２種類です。

【製造指示書】 【月間生産予定表】

●現品票形式の帳票です。 ●実績入力用のバーコードが印字されています。

●工程名

●品番

●指示数

●製造工程



外注発注

●画面でボタンを数回クリックするだけの操作で、生産予定から外注の注文書が簡単に作成できます。

【外注注文書】

【外注発注画面】

①［一括作成］ボタンを押す。

②［集計］ボタンを押して、外注発注データ
を生産予定から自動作成する。

③［OK］ボタンを押して
注文書を登録する。



材料発注

●画面でボタンを数回クリックするだけの操作で、生産予定から材料の注文書が簡単に作成できます。
※ここでは部品展開の所要量にもとづくMRP計算手配機能を紹介しています。他の材料手配機能も搭載されています。
［個別手配機能：生産指示紐付け型］ ［発注点手配機能：在庫補充型］ ［MRP計算手配機能：在庫補充型、部品展開の所要量でMRP計算］

【材料注文書】
【材料発注画面】

①［指示一括］ボタンを押す。

②［集計］ボタンを押して、材料発注データ
を生産予定データから自動作成する。

③［OK］ボタンを押して
注文書を登録する。

※こんな計算で正味所要量を求めています。
使用予定：当初計算した所要量（仕掛中の生産指示分）
在庫数：前月末在庫＋入庫（受入数）－出庫（生産実績の使用数）
入庫予定：発注数（未完了分）
出庫予定：使用予定－生産実績の使用数
有効在庫：在庫＋入庫予定－出庫予定
不足数：有効在庫が-1000なら1000、+1000なら0と表示
発注数：ディフォルト値で不足数をセット、変更可能



生産実績の入力

●製造指示書のバーコードで生産実績の入力ができます。
生産実績データは製造原価計算、材料在庫管理、生産状況の照会に使用されます。

●製造指示書のバーコードを読む。

【作業実績の入力画面】

●生産時間の入力

●生産数量の入力

●使用材料の入力

製品構成に登録した材料がディフォルト
で表示されます。



生産状況の照会

●生産実績を入力するとリアルタイムで生産状況に反映されます。

【生産予定表画面】

●生産実績を入力すると予定表画面のステータス
が「完了」になります。

●製造ロットを右クリックすると、どの工程まで完了
しているか照会できます。



製品の完成入力

●製造指示書のバーコードで製品の完成入力ができます。
これで見込み生産の場合の、受注～生産および在庫補充の概要のご紹介は終わりです。

●製造指示書のバーコードを読んで完成入力画面
を表示する。

【製品の完成入力画面】

●完成数量の入力

●ロット番号は、製品在庫のロット別管理を
したい場合に入力します。


